
花きの県別生産出荷概況（１０月見通し）

出荷総数 京浜地域向

期間 ha 千本 千本

（ピーク） （前年比） （前年比） （前年比）

ピッコローサスノー 5～11月 2209 3789

ジャスニーホワイト 由仁町

クラリスピンク 8～9月 97% 98% ＪＡそらち南

海ほのか

ロジーナシリーズ 6月～12月 11.09 671.9 458 秋田しんせい

ピッコローサシリーズ 秋田おばこ

セレモニーシリーズ (8月～10月) 1.05 1.2 1.03 秋田ふるさと

こまち・うご

ﾎﾞﾔｰｼﾞｭｼﾘｰｽﾞ ６～１１月 25 900 67 JA新庄市

ﾛｼﾞｰﾅｼﾘｰｽﾞ JA新庄もがみ

ｾﾚﾌﾞｼﾘｰｽﾞ (7～10月) （98%） （86%） （85%） JA山形もがみ

ｺﾚｿﾞﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ JA鶴岡

他白八重 JA庄内たがわ

他ピンク八重 JA庄内みどり

他黄八重 JA山形市

一重　　　　他 ほか

ミヨシ系 周年 22.3 563 120 熊本市

サカタ系 菊池

八江系など 八代

11･5月 106% 106% 球磨

など

ｱｲｱﾝｼﾘｰｽﾞ JA庄内たがわ

ｶﾙﾃｯﾄｼﾘｰｽﾞ JA庄内みどり

雪波 JA鶴岡

朝波 １０～３月 41 1000 800 JAさがえ西村山

ほか JAみちのく村山

(11～翌2月) （98%） (74％) (76％) JA山形

JA山形市

JA天童

JA山形おきたま

ほか

アヴァランチェ 周年 12.83 853 635 前橋市

サムライ 昭和村

他 （5～11月） （100%） （103%） （94%） 富岡市

周年 2.5 280 280

笛吹市

100% 97% 100% (御坂町)
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小雨、寿光 7月～12月 41.64 644.4 351.86 秋田みなみ

精なぎさ 秋田しんせい

みのる (8月～9月) 118% 117% 103% 秋田ふるさと

玉姫　　等

秋芳 11月～5月 0.5 150 50 糸満市

つばさ うるま市

八重瀬町

沖縄市

(12月・3月) 110% 100% 100% 名護市

オルガ 周年 770 4252

イレーネ 新篠津村

レモン （5・10月） 98% 100% ＪＡ新しのつ

オレンジクイーン

ネオアラビアン 5～11月 4147 18683

フレンチバイオレット 深川市

ピンクキッス （7～9月） 90% 95% 北空知広域連

ネオブルー

キノブランⅡ 5～11月 1938 8244

キノブラン 深川市

キノラパン （7～9月） 93% 99% 北空知広域連

チャームブルー
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大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

前月に引き続き、ブライダル関係を中心とした販売となるだ
ろう。

潤沢に入荷が見込める。各方面の需要に期待。

気温も落ち着き、品質的には上がってくるがブライダル需
要等で引き合いが強くなる。

秋のブライダルシーズンに入るが、昨年は台風の影響で相
場が中旬まで上がらない状況だった為、今期は２週目辺り
から相場が出ると期待している。

天候の影響もあり入荷数量は中々増えてこない状況。
雨続きで小売り、ブライダル、業務系の発注もやや鈍い状
況。１６日水曜からブライダル、お彼岸重要で動きが良くな
るが、シルバーウィークを過ぎてからの需要は落ち着いてく
る見込み。

昨年に引き続き、東北冷涼の影響でやや前進傾向となる
見込み。

昨年同様　山形中心の出荷。山形産は現時点では花芽分
荷が早く、短い物より出荷が始まる見込み。

出荷はほとんどなく、早いところで月末北海道よりスタート
する見込み。

高冷地産が残るが、暖地は先の台風の影響で出荷遅れ気
味。

愛知県、静岡県の商品のボリュームが大きくなり、丈も通
常に戻る。取引きは１０日の大安を中心にブライダルの引
き合い多く、活発になる見込み。　入荷量は国産は昨年並
み。輸入は増加傾向。

高冷地、西南暖地ともに、８月中旬以降の猛暑を受け、例
年より等階級がワンランク低い状況。高冷地の宮城でも非
常に短い。販売面ではシルバーウィークに大型の連休が
あり、ブライダル需要によって非常に活発な取引きとなる。

高冷地が終盤となり、暖地との切り替えとなり品薄感の品
種等が出る。またブライダル需要で引き合い強くなるため
高値推移。

9月に引き続きブライダル中心の販売となる見込み。

ス
ト

ッ
ク

山形

バ
ラ

群馬

山梨

生育は順調、昨年と同様に推移している。

雪害後の再建ハウスからの採花が徐々に増えだしている
が、8月下旬からの日照不足等により芽立ちがやや少なく収
量は大きく伸びない見込み。等級については、9月中旬から
上位等級の割合が徐々に高くなっている。

　今年は８月中旬以降、低温となったため、発芽揃い、初期
生育は概ね順調である。
　出荷始期は、花芽分化や発達が進んでいることから、前年
よりやや早いの９月中旬からとなった。
　出荷量は、播種日を数日遅らせた産地や９月が昨年に比
べ低温・日照不足傾向であることから、前年の７４％程度と
見込まれる。
　病害虫はほとんどみられない。
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熊本

台風15号の影響により、一部産地で定植遅れなどが見られ
る。定植遅れがあった事で品種を晩生から中生に変更して
おり、年内出荷が昨年よりやや増加する見込み。10月の出
荷については上旬ごろから徐々に始まり、下旬から数量が
増加する予定。

　１０月出し作型の生育は、前進傾向にあったが、８月中旬
以降の低温・日照不足傾向によりほぼ平年並みとなってい
る。
　品質は良好であり、病害虫の被害はほとんどない。

7月定植の抑制作型を強化しており、昨年よりも出荷量は増
量する見込み。彼岸向けについては生育が前進していた
が、10月分の出荷については、順調な出荷を見込む。

気温が下がり、出荷量は減少してくる。

販売における現状と今後の見通し品目 県名 作柄及び概況
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販売における現状と今後の見通し品目 県名 作柄及び概況

大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

大田花き

ＦＡＪ

東日本板橋花き

世田谷花き

第一花き

入荷は少なく、Ｍクラス中心の入荷。Ｍ＠40～。

秋系の品種がなく、短い物が中心になってくる。シュニアー
タ＠80～30。HB　＠200～50。

北海道産の出荷はほぼ終盤。徐々に和歌山県産との切り
替えとなる見込み。

高冷地が徐々に終盤となり、暖地の出荷も纏まらず、数量
面で厳しい状況が続く。価格面では数量が多くない分、安
定した単価で推移する見込み。

シヌアータは彼岸分の作付減の中、受注が昨年以上の状
況となり、納品が厳しい状況となった。販売面ではほぼ注
文対応のみの状況。ハイブリットについても下位等級の注
文多く、各等級引き合い強い状況。彼岸需要中心の引き合
い、彼岸後は品薄によりやや高い単価での推移となった。

長野の本格出荷が開始。増量の見込み。

品質も良くなり、数量も増加してくるが業務需要等で引き合
い強く高値推移。

数量増加傾向。引き続き束需要を中心に安定した販売とな
るだろう。

夜温も下がってくることから、花立ちも増え始め上位等級
中心に増加してくる見込み。愛知、長野、山形が中心とな
り、茨城、福島からの出荷も始まる。
380,000本　＠85

上旬は露地産地中心に数量纏まるも、中下旬に掛けては
やや不安定な入荷量となる。大きな需要は無いものの、中
旬以降は、不安定な入荷量に応じた引き合いとなる。

曇天など天候不順で生育は全体的にやや遅れ気味。彼岸
需要に向けては下位等級と一部色目で需要に対して供給
量が少なめの展開。需要期明けに関しても色目によって数
量纏まる。

低温、曇天が続いたことから愛知、長野、北海道と生育が
鈍く、出荷数量は変わらず。業務中心の引き合いとなり、
各色高値で推移した。

入荷は減ってくるが、需要も減る為、単価も落ちつくか。

特に動き鈍い、下旬より秋期系品種も出回る見込み

東北の各産地でほぼ出荷終了し、関東・奈良を中心とした
出荷に移行。
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順調に出荷される見込みであるが、２番花以降の出荷が大
半となり、短い規格品の割合が高くなる。出荷も終盤戦とな
り、降霜により生産者はハウス後片付けを行っている。

天候に左右されながらの育成となる。
出荷も終盤戦となり、降霜により花きハウス後片づけ者も増
え、出荷数量減少の見込み。（大半の生産者は加温ハウス
で栽培していないため）
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北海道

稲刈り時期も終わり、気温も低下していくため、徐々に出荷
量は増加する見込み。

台風の被害もなく生育は順調に推移している。本格的には
11月中旬から増加してくる見込み。

彼岸向けは生育の遅れがみられたものの、需要期に順調に
増量した。サビが散見されており、出荷への影響が懸念され
ている。増反を図っている産地もあるため、出荷量は増加す
る見込み。
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